
 
 

 

県ホームページ（URL http://www.pref.yamagata.jp/regional/okitama_bo）でもご覧頂けます。 

平 成 3 0年 4月 1日 発 行  発行元 / 山形県置賜総合支庁   No.157 

 

烏帽子山千本桜（南陽市）25種、約1000本の桜が咲き誇る「烏帽子山公園」は平成

2年に「さくらの名所100選」選ばれ、置賜さくら回廊の南の基点になっています。置賜さくら

回廊の中では一番早く開花します。大鳥居も見物です。（地域産業経済課観光振興室） 

  トピックス 自動運転サービス実証実験について       ○問 総務課連携支援室 0238-26-6020 

2月25日 か ら3月4日 ま で、道 の 駅

「たかはた」を拠点として自動運転サービ

ス実証実験が行われました。 

この実験は、高齢化・人口減少が進

む中、住民の日常生活を支える移動

手段や物流などの確保について、自動

運転技術の活用の可能性を探ることを

目的に、県が高畠町と一緒に企画提

案し、国が主体となって、実施したもの

です。 

実験経路は、道の駅からJR高畠駅

を周辺観光施設や商店街などを経由

して結ぶルートで、希望された方がモニ

ターとして乗車しました。 

この実験結果をふまえ、高齢者の買

い物や、農作物の集荷・配送、観光客

の周遊などへの自動運転技術への活用

の可能性について、検討が行われます。 

実験開始に合わせた式典において、

吉村知事は「実験を契機に、自動運

転技術の活用の可能性について、市

町村や交通事業者等の間で広く情報

共有するとともに、持続的な地域公共

交通の実現のため、こうした先進的な

取組みを推進していきたい」と述べ、自

動運転車両に試乗しました。 

新年度の始まりにあたり、一言ごあい

さつを申し上げます。 

昨年度は、業務を進める中で管内

の各方面に足を運んで参りましたが、

置賜地域は、歴史、文化、産業の集

積があり、農産物や観光面の地域資

源が多彩であるなど、今後益々発展

していくポテンシャルを有していることを

実感しています。 

昨年11月の東北中央自動車道福

島～米沢間の開通以降、3ケ月間の休

日における交通量が約7割増加している

という調査結果があります。これから行

楽シーズンを迎え、今月20日には、県唯

一の重点「道の駅」であるゲートウェイ型

の道の駅「米沢」がオープンします。域内

交流量の更なる増加が期待され、管内

市町、関係団体等と連携を密にして積

極的なＰＲ・情報発信を行うなど、経

済効果が置賜全域に波及するよう取り

組んでいくことが極めて重要です。 

あわせて、4月からのＪＲ東日本によ

る重点販売地域指定を契機として、置

賜地域が誇る「米沢牛」はもとより、美

しい花、美食、美酒等の資源を活用し

たテーマ性、ストーリー性のある誘客と、

観光客等のニーズを捉えた積極的な情

報発信を行い、地域内の周遊や滞在

の促進に結び付けて参ります。 

また、高速道路開通の恩恵を置賜

全 域 が 享 受 で きる よう、交 通 ネ ッ ト

ワークの横軸を担う新潟山形南部連

絡道路や縦軸の国道287号のバイパ

ス化など各種インフラの整備促進を

進めて参ります。 

一方、米沢市を中心とする置賜地

域の定住自立圏構想づくりの取り組み

や地域づくりを積極的に支援し地域の

活力向上に結び付けていきたいと考え

ております。 

総合支庁としては、組織内の横の連

携はもちろんのこと、管内市町、関係団

体及び地域の皆様と連携を密にし力を

あわせて、地域の発展、活性化に全力

で取り組んで参りますので、よろしくお願

いいたします。 

       新年度のあいさつ 

          置賜総合支庁長 清野 一晴 

自動運転サービス実証実験開始式 
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Ⅰ 予算編成の基本的考え方 

  置賜地域の発展方向『伝統・文化が実を結び、人々が支え合い輝く、力強い産業が根を張る魅力ある「置賜」の 

 創造』の実現に向けて、置賜地域短期アクションプランの推進に積極的に取り組んでいきます。 

Ⅱ 当初予算の概要                      

予算総額 4億2,789万円 （平成29年度当初比＋2.2%） 

 トピックス 平成30年度置賜総合支庁当初予算について              ○問 総務課 0238-26-6006 

内 
 

 

訳 

１ 置賜地域短期アクションプランの推進                          5,199万円 

  テーマ１ 生活を支え、「置賜」の活力を生み出す、足腰の強い産業群の形成        1,436万円 

   

  テーマ２ 住んで良かったと実感できる活力あふれる「置賜」の創造              788万円 

   

  テーマ３ 人々が行き交い豊かに暮らす魅力ある「置賜」に向けた基盤の整備         2,975万円 

    

２ その他（施設維持管理費、報酬職員費など）                                     3億7,590万円 

農産物直売所・特産品販売所（午前9時～午後6時） 

米沢を始めとする置賜地域の新鮮な農産物や施設内で加工

したお惣菜の他、こだわりの物産品・特産品が並びます。 

米沢牛レストラン「牛毘亭」（午前11時～午後9時） 

米沢ブランドの代表格、「米沢牛」をゆっくり味わえるレストラン

です。 

フードコート・ファストフード（午前10時～午後6時） 

米沢を代表するラーメンや、蕎麦、牛丼を楽しめるフードコートの

他、ファストフードでは、地元の素材にこだわった軽食やスイーツを

お手頃価格でお楽しみいただけます。 

観光総合案内所（午前9時～午後６時） 

県内各地を結ぶ総合観光案内窓口として多言語対応のコン

シェルジュが常駐し、お客様に豊かな旅をご案内します。 

酒展示・販売コーナー（午前9時～午後6時） 

県内全53蔵の日本酒と全14蔵のワインを展示・販売します。 

道の駅米沢 

 山形県米沢市大字川井1039番地の１ 

 ＜お問い合わせ＞ 

 （株）アクセスよねざわ 電話0238-40-8450 

 平成30年4月20日(金) 道の駅米沢OPEN!! 

食のイベントや観光PRイベントなど、様々なオープニングイベ

ントを開催する予定です。米沢を始めとする置賜地域３市

５町の魅力を十分に堪能できるようなイベント内容となって

います。 

詳しくは道の駅米沢のホームページをご覧ください。 

■ホームページアドレス 

  URL：http://michinoeki-yonezawa.jp/ 

問 地域産業経済課 0238-26-6041 

http://michinoeki-yonezawa.jp/


 

  事業報告 おきたま地域未来フォーラム            ○問 総務課連携支援室 0238-26-6021 

多様な主体による協働の地域づくり

を推進するため、3月7日、「おきたま地

域未来フォーラム」を開催しました。 

行政職員や市民団体の方など約50

人に参加いただき、グループディスカッ

ション等を通して、協働の必要性や協

働により解決すべき課題について議論

を深めました。 

後半は、「ローカルの仕組みが日本を

動かす！」と題し、明治大学農学部教

授の小田切徳美氏にご講演いただきま

した。住民主体の地域づくり活動によ

り、人や土地の空洞化が進む農山村の

再生を図る事例の紹介や、各種統計

等の分析により「田園回帰」の流れが

全国的に発生している旨の説明があり

ました。小田切氏から「関係人口や移

住者を増やすためには、人と地域を段

階的に結び付けるためのプロセスをデザ

インすることが重要」という言葉があり、

参加者は真剣に耳を傾けていました。 

東北地方を中心に未曾有の被害を

もたらした東日本大震災から7年が経

過したものの、復興は道半ばの状況で

あり、現在も多くの避難者の方々が置

賜地域に避難しています。 

大震災の犠牲者を追悼するととも

に、今後の復興･再生を通した東北全

体の発展を誓うため、東日本大震災

復興祈念事業が開催されました。 

3月11日、伝国の杜置賜文化ホール

にて開催された「復興のつどい・追悼

式」には、避難者約60名、来賓・一般

参加者約330名、合計約390名の皆

様にご参加いただきました。 

式典後には、坂本九さんの長女で、

被災地でライブ活動を続けている大島

花子さんのコンサートが行われ、被災者

の心に寄り添う歌とお話を聞かせていた

だきました。「上を向いて歩こう」など坂

本九さんの曲では客席と一緒に歌い、

素晴らしいひと時となりました。 

その後に実施された大抽選会では多

くの協賛団体から提供いただいた数々

の景品を抽選し、会場は大いに盛り上

がりました。 

事業報告 東日本大震災復興祈念事業（米沢会場）     ○問 総務課防災安全室 0238-26-6007 

総合支庁ごとに農林水産業分野で

活躍する若者の取組みを表彰する「平

成２９年度置賜地域農林水産業若

者賞」の表彰式が平成３０年３月２

３日（金）に置賜総合支庁で行わ

れ、２個人が表彰されました。 

この賞は、農林水産業の振興発展

や人材育成に役立てることを目的として

いる総合支庁長表彰です。 

浅野克彦さん（飯豊町）は、稲作

と酪農の複合経営に取り組み、ＪＡ山

形おきたま飯豊地区青年部のメンバーと

して、首都圏での農産物の販路開拓

や、小学校等での稲作に関する出前授

業を行うなど、都市と農村との交流を図

る活動での、地域の若者のリーダーとして

の取組みが評価されました。 

大野美千代さん（高畠町）は、地

域における若手女性農業従事者で構

成する団体「Anechan-あねちゃん」を

立ち上げ、ＳＮＳ等で情報発信を行

い、各種イベント等では、農産物の出

店するなど、地域における女性農業者

の力を結集した団体活動を通じて、農

業の魅力づくりと農業従事者のやりが

い創出や地位向上への取り組みが評

価されました。 

事業報告 河川愛護活動団体及び支援企業交流会        ○問 河川砂防課 0238-26-6085 

地域の河川の美化活動等を行うボ

ランティアの方を県が支援する「山形県

ふるさとの川愛護活動支援事業（旧

アダプト事業）」の交流会を3月8日に

開催しました。 

 今年度活動した団体と支援企

業の皆さんに集まっていただき、小白

川河川愛護会（飯豊町）等によ

る事例発表や意見交換を行いまし

た。他の団体の活動内容や支援企

業との連携について知ることができて

役に立った、との声をいただきました。 

また、意見として多数挙がったのは

「会員の高齢化と減少」についてでし

た。多くの団体が抱える切実な課題で

すがこればかりは特効薬がなく、よりたく

さんの方に参加していただくため、これか

らも事業の周知・広報に努めてまいりま

す。地域の河川を自分たちできれいにし

たいと思う方は、ぜひお声掛けください。  

事業報告 置賜地域農林水産業若者賞          問 地域産業経済課 0238-26-6041 

グループディスカッションの様子 

式典の様子 

交流会の様子 

受賞者のお二人を囲んで記念撮影 



 

イベント情報 

犬の飼い方 

飼い犬は、あなたの大切な家族です。 

もし、飼い犬が放れてしまうと、怖がって他人を咬んでしまう

危険性などがあるばかりでなく、交通事故や、ダニが付いたり

病気になるなど、危険がいっぱいです。 

あなたの飼い犬のチェーン、首輪、金具

が緩んでいないか、壊れてはいないか、サー

クルや犬舎の鍵はかけているかなど、逃げな

いように点検してください。また、必ずつなが

る電話番号を書いた迷子札を首輪につけ

るなど、万が一の場合にそなえてください。 

狂犬病予防集合注射がはじまります  

狂犬病は哺乳類のほとんどの動物が感染し、発症したら

100％死亡する恐ろしい病気です。毎年、東南アジア地域で

は犬に咬まれた人が狂犬病を発症し、約3万人が死亡してい

ます。 

飼い犬を登録し、毎年、狂犬病予防注射を受けさせるこ

とは飼い主の社会に対する大事な義

務です。狂犬病の集合注射は４月か

ら始まりますので必ず、受けてください。

また、動物病院でも狂犬病予防注射

は受けられます。 

 知って得する情報 犬を飼うために必要なこと           ○問 生活衛生課 0238-22-3750 

 源流の森オープニングイベントを開催します 

ゴ ー ル デ ン ウィー ク 明 け の5月13日

（日）午前11時から、「源流の森オー

プニングイベント」を開催します。木のぼ

りツリーイング、緑のプレゼント、森の恵

み抽選会、森の屋台コーナー、楽しい

体験コーナー（クラフト体験、冒険体

験、陶芸体験、植菌体験）などをご

用意しておりますので、ぜひご家族連れ

でお越しください。 

また、同日源流の森周辺の白川ダ

ム湖畔において、「全国白川ダム湖畔

マラソン 大会」や「白川湖体 験巡視

（巡視船による湖畔散策）」も開催さ

れていますので、一日春の息吹を満喫

してみましょう。 

 オープンウィークの 

     お知らせ  

 源流の森は、4月29日(日)から

オープンします。（開園時間：午

前9時～午後5時） 

 オープン初日から5月6日(日)ま

ではオープンウィークとして、利用料

の割引などの特典があります。  
○問 森林整備課森づくり推進室 

 0238-35-9053 

「おきたま花回廊」 

花いっぱいの置賜を楽しもう！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                     

置賜地域では、「置賜さくら回廊」や

松が岬公園などの桜の名所に始まり、

石楠花、ぼたん、つつじ、バラ、あやめ、

ゆり、ハーブ、紅花などの花が彩り豊かに

咲き誇ります。 

各地で咲く花々の風景に加えて、美

酒・ワイン、米沢牛をはじめとした地域の

豊かな食材を活かした美食など、たくさ

んの魅力とともに、あたたかいおもてなし

で皆様をお迎えしています。 

今年は、置賜地域の花関係施設、

道の駅、酒蔵・ワイナリーや食事処など

約160施設を対象とした「おきたま花回

廊スタンプラリー」を実施します。参加施

設よりスタンプを５つ集めて応募いただく

と、抽選で米沢牛や置賜地域の地酒、

ワインなどの賞品があたります。 

また、ホームページでは、桜の開花情

報や地域のイベント情報が随時更新さ

れています。お出かけの際はぜひこちらの

ホームページをチェックし、置賜自慢の花

めぐりをお楽しみください。 

ホームページアドレス 

http://oki-tama.jp/  

おきたまジェーピー 検索 

 ○問 山形おきたま観光協議会 

  （地域産業経済課観光振興室） 

0238-26-6046 

緑のプレゼント 

http://oki-tama.jp/
http://yamagata-hanakairou.jp/


 

相 談 項 目 (担当電話番号) 日   時 会場・その他 

心の健康相談 ※ （0238-22-3015）      

 地域保健福祉課 精神保健福祉担当    

 原則毎月第３水曜日 

（午前9時30分から） 

置賜総合支庁 

本庁舎 面談室 

 原則毎月第1木曜日 

 （午前10時から） 

置賜総合支庁 

西置賜地域振興局 

女性の健康相談 ※（0238-22-3205）    

 子ども家庭支援課 保健支援担当    

 毎週火曜日  

（午後1時から） 

置賜総合支庁 

本庁舎 面談室 

エイズ・性器クラミジア・梅毒・B型肝炎・C型肝炎 

来所相談・検査   （0238-22-3002） 

 生活衛生課 感染症予防担当  

 毎週月曜日 

（受付時間午前10時から11時） 

置賜総合支庁本庁舎 

健康相談室 

◎無料・匿名で受けられます。 

● ※は予約制です。詳しい日時は各担当までお問い合わせください。 ● 費用は無料です。 

● 電話での相談は、随時受け付けています（平日 午前8時30分から午後5時15分まで）。 

● 上記以外の健康に関する相談も受け付けていますので、お気軽にお電話ください。 

平成30年度 

 
お 知 ら せ 

平成30年度 春の交通安全県民運動 

春は、新しく入学する児童や自転車で通学する生徒、運

転免許を取得したばかりのドライバーが増えます。さらに高齢者

の外出する機会も増えることから、交通事故の危険性が高ま

る時期です。歓送迎会などの行事も多く、飲酒の機会も増え

ることから、飲酒運転による交通事故も懸念されます。 

子供や高齢者の近くを走行するときは、スピードを落とす、

ゆとりを持った距離をとるなど思いやりのある運転を心掛けま

しょう。また、横断歩道や交差点や、横断歩道がない交差点

等を歩行者が横断しようと

している場合は、歩行者を

優先しましょう。 

 人 も 車 も 自 転 車 も、 

交通ルールを守って、交通

事故をなくしましょう。  

○問 総務課防災安全室 0238-26-6007  

 

○問 地域保健福祉課 0238-26-6028 

自動車税の納期内納税について  

自動車税の納期限は、5月31日（木）です。忘れずに、

納期限までに納めましょう。 

５月上旬に納税通知書が届きます。コンビニエンスストア、

インターネット（クレジットカード払い）、金融機関及び各総

合支庁税務担当課で納付してください。 

コンビニエンスストア、インターネット（クレジットカード払い）

は土、日、夜間も納付できます。。 

また、口座振替は納期限の日に預金口座から振替納税さ

れ、手間がかからず便利です。金融機関で、毎年２月までに

申し込みいただくと、翌年度から口座振替になります。  

○問 税務課 0238-26-6014 

すぎなでは、どんなに重い障がいをも

つ人も家族、地域の方々のやさしさに包

まれて、一人ひとり生活へ

の意欲と自己表現力を高

め、社会の一員として共に

豊かな日々を過ごすことが

できるようにすることを目

的とし、毎日の活動に取り

組んでいます。 

＜お問い合わせ＞ 

福祉支援センター すぎな 

 住所：長井市森654 

 電話：0238-88-2079 

すぎな（就労継続支援Ｂ型事業所） 

第４回 

シリーズ 

◆コインケース  
利用者さんが心を込めて織った

「さをり」から作りあげる世界に

一つしかない作品です。一番人気

の商品です。 

他にもポーチ、ペンケース、

コースター、バック、ハッピーベ

アなどを販売しております。注文

も受け付けておりますので、お気

軽にお問い合わせください。 

 

 

  

 税込 900円 

 サイズ 8.5cm×11cm  

＜販売場所＞ 

・すぎな 

・道の駅 川のみなと長井 

・ふれあいショップ愛べ 長井  

 （西置賜地域振興局） 

・農家レストラン エルベ 

春の交通安全県民運動：4月6日(金)～15日(日) 

4月10日(火)は「交通事故死ゼロを目指す日」です。 



 

 

 
 発    行    元 

置賜総合支庁 総務企画部 

         総務課 総務係   
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皆様のご意見、ご感想を 

お待ちしております。 

    皆さんは大地震が起きたときに、自分や家族が 

暮らす家にどのような危険があり、どのような対処が

考えられるかについて、家族等と話し合ったことはありますか？   

建築課では、高齢者の方を対象に「減災アドバイス」を実施し、安全な住まい方

や家具の固定方法、また、住宅の部分補強や防災ベッド等による身の守り方等

「減災」の方法について説明を行っています。予算的に耐震改修や建て替えが難し

い場合でも、住宅の被害を最小限に抑え、より安全に住み続ける方法があります

ので、アドバイスを希望される方は建築課までお問い合わせください。（建築課）

 

毎年4月2日は、平成19年に国連

が定めた世界自閉症啓発デーです。 

厚生労働省では、この日から8日まで

を「発達障害啓発週間」と位置づけ、 

自閉症をはじめ発達障害についての 

正しい理解の啓発に取り組む活動を

行っています。 

自閉症の人たちは、脳の発達の仕方の違いから、「他の人

の気持ちや感情を理解する」「言葉を適切に使う」「新しいこと

を学習する」等が苦手です。一般的なことを身につけることも

苦手なため、真面目に取り組んでいても誤解されることがあり

ます。また、感覚が非常に過敏な場合もあります。しかし、自

閉症の人たちはまっすぐ、純粋に生きています。自閉症の人た

ちの特性を周囲の人々が理解し、「よい点」を見つけるようにす

ると、社会の中で生き生きと暮らすことができます。 

自閉症をはじめとする発達障害について理解を深めること

は、発達障害のある人だけでなく、誰もが幸せに暮らすことが

できる社会の実現につながります。皆さんもこの機会に考えて

みませんか？ 

4月2日は世界自閉症啓発デーです 

毎年5月31日は、世界保健機関

（WHO）が禁煙を推進するため制

定した「世界禁煙デー」です。厚生労

働省では、平成4年から世界禁煙デー

に始まる一週間を「禁煙週間」（5月

31日 ～6月6日）と し、普及 啓 発 に

取り組んでいます。 

この機会に、ご自身や身近な方、そして未来を担う子どもた

ちの健康のため、喫煙と健康について考えてみませんか？ 

喫煙は、肺がん、心臓病、脳卒中、糖尿病、歯周病など

のリスクを高め、肌のシワ、シミ、たるみなどの原因になるなど美

容にも影響します。また、受動喫煙（自分の意思と関係なく

周囲のたばこの煙を吸わされること）でも、肺がんや心臓病の

リスク、また妊婦の場合は流産・早産のリスクが高まります。 

「タバコをやめたい」と思った時がチャンスです。医療機関では

禁煙が継続できるよう治療・相談も行っています。 

また、山形県では健康長寿日本一をめざして、受動喫煙の

ない地域づくりを進めるため、平成27年2月に「やまがた受動

喫煙防止宣言」を制定しました。皆様からの「受動喫煙防止

宣言」も募集しています。詳しくは、県のホームページをご覧くだ

さい。 

 

5月31日は世界禁煙デーです 

山形県たばこ対策 検索 

○問 子ども家庭支援課 0238-22-3205 

防災ベッド 

犬ねこの譲渡前講習会のご案内 

この講習会は、置賜保健所が引取り等を行っ

た犬やねこの譲渡を希望する方に受けていただく

ものです。譲渡を希望しない方でも受講できます

ので、関心のある方は、ぜひ受講してください。 

■日時：毎月第３木曜日 午後2時から 

■場所：置賜地区動物愛護センター 

   （置賜保健所分庁舎 米沢市金池三丁目1-26） 

 ・講習時間は約１時間です。 

 ・事前に電話（0238-22-3750）でお申し込みください。 

 置賜保健所のホームページ「犬猫の新しい飼い主探し掲示

板」では、「新しい飼い主探し情報」と「保健所の動物譲渡情

報」がご覧いただけます。 
置賜 犬猫 検索 

「市町の枠を超えたイベントをしたい！」、「次世代の文化を

担う人材を育成したい！」、「置賜地域の文化資源を活用し

たい！」と思ったら、置賜文化フォーラムの「地域文化振興支

援事業」を活用してみませんか？ 

●支援内容 

 置賜文化フォーラムが補助金を交付します。 

●「テーマ型事業」は補助金を優遇します 

 ・福島県、宮城県又は山形県内の他の地域の団体との 

   文化的交流を図る事業 

 ・地域の伝統的な文化芸術の保存・継承・活用を目的に、 

   次世代の文化を担う人材の育成等を図る事業 

●申請期限 

 平成30年4月10日（火） 

●お問い合わせ・連絡先 

 置賜文化フォーラム事務局（総務課連携支援室内） 

 ・ 住所：〒992-0012 米沢市金池7-1-50 

 ・ 電話：0238-26-6020 

 ・ FAX ：0238-26-6022 

 ・実施要綱等ダウンロード先： http://okibun.jp/ 

  ○問 総務課連携支援室 0238-26-6020  

○問 保健企画課  

0238-22-3004  ○問 生活衛生課 0238-22-3750 

西置賜地域振興局の体制強化について 

管内市町とのさらなる連携を進め、観光振興、地域支援

の充実を図るため、西置賜総務課連携支援室の体制を拡

充しました。あわせて、現地即決体制の充実のため西置賜地

域振興局長の決裁権限を拡大するなど体制を強化しました。 

○問 総務課 0238-26-6005  

http://yamagata-hanakairou.jp/
http://yamagata-hanakairou.jp/
http://okibun.jp/

